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皿
ぱ
、肚
會
問
題
は
起
り
得
な
い
、
我
國
に
於
て
は
、
書

醤

・
妻

が
・
・
舞

著
　

つ
豪

富
覆

鱗
膿
　鞭
霧

辮
難霧
纂

暫

審

問
禦

起

露

『、
す
れ
ば
、
實
際
家
・
之
が
解
決
・
從

は
な
け
れ
ば
な
畠

の
で
あ
る
.



.㌧肚
會
問
題
解
決

の
方
油
は

一
に
し
て
止
ま
ら
な
い
が
、・
}
番
實
行
の
出
来
る
見
込
あ
み
も
の
は
」
.、現
在
の
囲
塚

.

を
し

て
之
に
常
ら

し
む
る
こ
ε
で
あ

る
、
夫

の
国
家
肚
會
を
顛
覆
し
革
命
を
遂
げ
て
新
肚
會
を
作
ち
ん
ど
す
る
説

・…

皿
の
如
き
、
議
論
痛
快
な
り
ε
難
も
、
貴
行
容
易
で
な

い
、
若
し
實
行
が
出
家

る
こ
し
て
も
新
肚
會
は
恐
ら
く
理
想}

…
郷
で
あ
る
ま

い
、
故
に
予
輩
は
革
命
に
依
て
肚
會
問
題
を
解
決
せ
ん
ξ
す

る
説
に
反
謝

せ
ざ
る
を
得
な
い
ρ

.

さ
て
現
在
の
國
家
を
し
て
肚
會
問
題
の
解
決
に
當
ら
し
む
る
ε
し
て
、
如
何
に
す

べ
き
が
ε
い
ふ
に
、
帳
本
論
.

ピ

し
て
先

づ
富
の
分
配
の
不
孝

等
を
矯
正
す
る
こ
ξ
を
是
認
せ
ね
ば
な
ら
蹟
、
肚
會
問
題
は
冨

の
分
配

の
不
卒
等

ざ
い
ふ
事
貴
か
ら
起
て
来
る
の
で
あ
る
、
其
源
を
治
む
れ
ば
其
問
題
は
自
然
解
決
せ
ら

る
べ
き
で
あ
る
、
加
之
富

の
分
配
が
不
年
等
ε
な
れ
ば
富
者

は
奢
侈
に
耽
て
他
を
忘
れ
、
貧
者
は
生
活
の
資
を
得
敬
い
で
意
気
を
銷
磨
し
、.、
.

以
て
肚
會

の
進
歩
人
女

の
獲
達

を
圖

る
こ
と
出
水

な
く
な
る
、
是
が
故
に
肚
會

の
進
歩
入
丈

の
獲
達
を
期
せ
ん
ご

.

せ
ぱ
富

の
分
配

の
不
卒
等
を
矯
正
せ
ね
ば
な
ら
ね
、
吐
く
い
へ
ぱ
ε
て
、
予
輩
は
富
の
分
配

の
絶
対
的
李
等
を
圭
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張
す
る
も
の
で
は
な
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富
の
分
配

の
絶
鍬
釣
竿
等
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砒
會
は
、
刺
激
を
失

σ
、
そ
れ
自
身
護
達

す
る
こ
ど
出

来
な

い
の
み
な
ら
ず
、
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に
強
弱
賢
愚
あ
り
て
働
き
方
略
異

る
こ
芒
を
無
視
し
な
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富
の
分
配
で
正
義
に
も
反
す

る
か
5
で
あ
る
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予
輩
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今
日
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に
見

る
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富
の
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配

の
甚
し
き
不
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で
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ふ
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本
思
想
が
許
さ
れ
る
く

そ
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に
肚
會
政
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あ
ら
は
れ
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来

る
・

.

趾
會
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二
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面
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向
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れ
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、
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一
は
貧
者

の
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と
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富

者

の
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中
を
制
限
す
る
こ
ピ
で
あ
る
、
貧
者
の
生
活
を
保
障
せ
ん
こ
せ
ば
、
国
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㎜
立
ち
入
り
、
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は
最
低
勢
賃
を
定
め
或

は
利
潤
分
配
の
方
法
を
定
む
る
の
必
要
も
起
る
べ
く
、
勢
働
者
を
し
て
勢

一
働
保
険
に
加
入
せ
し
む
る
の
必
要
も
起
る
べ
く
、
叉
貧
し
き
者
の
子
弟

に
謝
し
て
は
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で
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し
き
は
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τ
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一
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ご
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、
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を
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に
は
或
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勢
働

の
紹
介
を
な
し
、
或
は
國
家
自
ら
職
を
授
け
る
こ
と

」も
あ
る

べ
く
、
又
貧
困
に
陥
り
爲
す
術
を
知
ら
ざ
る
者
は
之
を
救
助
し
、
貧
困
の
生
過
る
不
良
少
年
は
、
.之
を
戚

.

化
院

に
牧
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ず
る
等
種
々
の
方
策
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す
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で
あ
る
。
富
者
の
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中
を
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ご
せ
ぱ
内
國
家
は

一
方

柔
於

て
特
定

の
財
産
#
に
企
業
を
官
有
官
醤

ご
し
て
、
私
有
私
讐

の
範
圃
を
狭
め
、
他
方

に
於

て
租
税
に
依
て
富

境

,
多
あ

富
を
贅
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べ
き
で
あ
・
。
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幕
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醤
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す
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の
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、

憂

事
情
の
下
に
あ
ひ
貧
者
を
免
税
し
蓄

は
.貧
者
に
撃

課
す

べ
き
で
あ
.

一
り
、
或
は
富
者
よ
り
徴
牧
し
な
る
租
税
を
貧
者

の
爲
め
に
す
る
行
政
費
に
投
ず

べ
き
で
あ

る
。
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貧
富

の
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隔
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に
調
和
せ
ら
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肚
會
問
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を
解
決
す
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こ
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が
出
.
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、
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に
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て
の
手
段
を
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究
せ
ん
手
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の
で
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中
の
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税
に
依
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も
?
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叢

て
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●
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政
箏

い
ひ
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肚
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肇

的
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撃

い
ふ
・
政
策
よ
り
.

見
連

租
税
よ
り
見

る
あ

差

の
み
で
、
畢
竟
問
題
は
伺
じ
ξ

差

る
、
本
論
の
中
で
歴

或
は
馨

的
租
税
.

政
.策

ε
い
っ
た
り
、
謄

或
は
航
會
政
策
駒
組
誓

い
つ
て
居

る
の
は
、
便
宜
に
從
ふ
の
み
で
あ
る
・

「

租
税

が
肚
會
肇

の
手
撃

し
て
用

ひ
ら
・
≧

、・
は
前
婆

・
如
毛

あ
・
が
、
余
鑑

喬

少
し
芝

を

明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
、
租
税
が
砒
會
政
策

の
手
段

こ
し
て
用
ひ
ら
る
ご
い
ふ
は
貧
富
懸
隔
を
緩
和
せ
ん
が
爲

産

霊

ら
ぬ
、
故
に
書

懸
隔
姦

和
す
る
の
目
的
を
以
て
す
る
租
税
は
皆
肚
會
肇

的
相
撃

い
ふ
事
が
出

来
。
、
從
て
富
者
よ
-
敢
て
貧
者
の
謬

に
す
る
行
政
費
に
用
ゆ
る
場
合
経

會
政
策
的
租
税
の
本
質
は
叢

せ

.

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
假
令
貧
者
の
爲

に
す

る
行
政
費
に
用
ひ
な
く
こ
も
荷
く
も
富
者
に
重
く
.課
し
貧
者
に
輕

一
一
課
す
る
以
上
は
之
を
魅
會
政
策
的
租
税

ε
い
は
ね
ば
な
ら
氾
、
前

の
場
合
は
所
謂
目
的
税
の
性
質
を
有
事
る
も

　

　

コ
　

一
の
で
、
後

の
場
合
は
其
租
視
牧
人
の
使
途

に
就
て
限
定
せ
ぬ
む

の
で
あ
る
、
學
音
域
は
肚
會
政
策
射
程
椀
を
目
的

論

醗
.
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昌

「勢
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せ
・
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も
の
薩

も
、
薯

量

課

し
馨

髭

税
し
そ
.
は
之
に
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く
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す
.る
至

味

以
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こ
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出
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一
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窩

租
駿

答

は
前
段
述
、象

が
宰

相
視
.・
依
岳

叢

策
・
行
…

皐

あ
る
嘉

凝

縮

秘
め

目
的
縫

霞

策
で
脅

、
肚
穣

策

・
護

縮

磐

あ
を

・
.へ
・
の
で
あ
・
・
筍
も
肚
霞

策

の
必
署

.

謬

る
者
は
、
馨

・墨

・

享

啓

し
て
相
撃

型

る
こ
嘉

警

・詮

・
・
鬼

換
亨

れ
緒

繋

肚

會
政
策
の
目
的
を
認
め
ね
ば
な
畠

。
.
.
.
.
.

、
.

・

、
.
」
.
.
.
.
.
.

・
."

庭
が
麗

は
財
量

に
於
て
、
並
・通
、
國
塞

共
團
讐

馨

を
毒

す
る
が
爲
め
に
収
入
を
得
ん
忌

を
目

.

的
享

　

の
こ
せ
・
れ
・
居
る
、
今
租
税
妊

霞

、策
の
目
的
を
軽

重

、
.相
観

財
政
上
の
目
曽

審

政

策
上
の
昌

ε
蓑

孕

る
こ
諺

な
轟

で
・
・
、
恥
か
麗

・
窯

を
紛
更
す
.乃

や
フ
患

へ
な
い
で
も

な
い
、そ
。
で
,
グ
.歪

の
如
き
緕

視
を
饗

す
・
・
穿

て
も
、媒

曜
響

響

騨

謬

筈

ぎ

に
分
.

%

、
離

歌
的
嚢

・
於
け
る
租
税
・
、
国
家
自
治
讐

饗

隻

耕
す
・
餐

麓

財
藩

法

り
一
、般
報
償

.

。
藝

目・
以
て
個
人
讐

よ
り
覆

・
丞

課
で
・
・
が
、
留

筆

的
嚢

に
於

け
る
親

ば
現
愈

葎

制
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「個
人
の
所
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ワ
ガ
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ル
の
定
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に
よ
る
ざ
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純
財
政
的
意
義
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於
け
る
租
税
ε
枇
會
政
策
的
意
義

に
於
け
る
租
税

ご
は
別
々

恥
㎞

.

の
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澤
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を
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濟
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れ
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鐸
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を
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ヴ
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す

る
こ

い
ふ
目
的

を
も
併

せ
.有

し
若

く
は
そ

の
目
的

を
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ら
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よ
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の
目

的
を
も
達
し
や
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居
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な
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も
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あ
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知
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あ
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、
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・
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著
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績
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.
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蒸
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・
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あ
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あ
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あ
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他
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・
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藷
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概
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.
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・
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の
蜷
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黍
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目
的
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・
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三

用
ふ
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せ
ぱ
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は
租
税
の
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に
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戻
る
も

2

し
て
斥
け
る
こ
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出
來
や
う
、
・
れ
.・・
國
家
本
來
の
島
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す
る
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め
に
聖
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せ
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財
政
以
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の
手
段

に
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せ
ら
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黍

・
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財
政
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會
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段
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あ
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・
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財
政
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軌
道
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依
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會
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軌
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あ
る
、租
襲
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反
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簸
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篠
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。
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落
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倒
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居
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績
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.
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せ
萎

・
・
は
繭

・
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・
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輩
榛
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牧
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績
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滑
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藻
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悪

響

方
法
を
馨

し
保
灘

?

な
・
粛

國
肇

轟

曾

得
・
に
至
-
以
・
書

を
致
す
や
う
に

…
な
、
の
で
あ
。
、
。
れ
ば
保
護
税
は

疲

婆

者
の

蒔

の
利
益
を
犠
牲
・
し
て
國
家
百
.年

の
薦
め
に
肇

の
護

憲

を
計
る
と
い
ふ
ご
・
に
聾

す
・
、
從
・
保
護
税
・
・
奎

葉

成
・
・
手
段
・
あ
る
蚕

こ
奮

來

㎝
る
。
庭
で
倉

譲

圭
藷

愈
々
窪

し
て
裏

盆
含

み
薯

盆
養

し
差

含

の
分
配
の
不
蛋

其
楚

一
達
し
、
爲
に
不
穏
の
歪

會
・
満
・
・
呈

・
奉

で
・
審

政
策
・
施
す
珍

慕

愈
窃

　

つ
て
居
る
の
層

,



臨

あ
る
、
.
轟

ぱ
魏

も
此
鷺

の
要
求
に
從
ひ
肚
霞

策
の
手
段
ε
な
っ
て
行
か
ね
ば
な
盆

鐸
で
あ
る
・
萱一

…

奎

義
の
窪

せ
ん
与

る
に
際
し
て
相
撃

其
道
具
養

ふ
響

許
す
も
の
は
・
資
奎

義
の
弊
の
甚
し
珍

」ん
享
.
る
に
際
し
て
其
弊
を
救
ふ
爲
掩

撃

道
具
こ
し
て
使
き

窪

異
議
あ
る
べ
き
で
な
い
・
夫
の
保
護
税

.

を
認
め
肚
曾
政
策
的
租
税
を
非
謁
せ
ん
ε
ず

る
は
資
本
主
義

の
得
手
勝
手

の
議
論

ε
評
せ
な
け
れ
ば
な
ら
鳳
。

岩

要
葱

カ
.
理

冒

二

、

タ

に

一
一

6

配
を
有

る
こ
ε

を

を
言

さ

な

ら

殿

。

0

0

0

0

0

一
…な
い

で

-
い
、
肚
.
政
窪

　

嬢

「
扇

難

じ
て

」

不
捌
口
轍
.
碧

饗

裏

誉

訓

.

剤
q
募

剃
、
此
考

の
出
て
來
る
所
は
相
撃

以
て
財
政

の
分
野
に
專
攣

る
も
の
で
あ
る
ε
し
・
肚
會
肇

の

一
分
野
に
入

る
べ
き
も
の
で
な
い
ε
す

る
の
に
あ
る
、
併
し
乍
ら
肚
會
政
策
的
租
税
は
元
来
財
政

の
分
野
に
育

ち
な
.

.

る
も

の
で
な
く
し
て
、
肚
會
政
策
の
分
野
に
生
れ
な
も

の
で
あ

る
、
既

に
肚
會
政
策
を
施
す
の
必
要
を
認

め
ば
、
肚

會
政
策
の
爲
め
に
す
る
相
撃

許
・
ね
ば
な
鼠

・
若

し
砒
會
肇

の
爲
め
に
す
る
租
挽
の
必
要
な
し
喜

ぱ
・

証

霞

策
の
他
の
手
段
に
依
て
昔

的
が
+
分
に
蓮
夢

る
≧

蕃

講

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
・
襲

現
在
の
経
済一

一
組
織
が
改
造
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
貧
者
が
あ
り
勢
働
者
が
あ
り
、
.失
職
者
が
あ
り
、
津
浪

の
徒
が
あ
る
で
あ
ら
う
か

ら
、
工
場
監
督
.
勢
働
保
険
、
養
老
年
金
、
勢
働
紹
介

、
擬
戦
、
救
貧
感
化
等
の
肚
會
政
策
は
縄
封

に
必
要
で
あ

一
論

説

肚
會
的
租
税
政
策
の
根
本
理
論
.

筆

巻

(第
二
號

三
五
)

】
空
一



一
論

説

書

的
麗

鍵

・
禁

講

筆

費

第
一號

三
八ニ

九
二

隊

、
而
し
て
曇

の
審

肇

蓬

・
完
備
す
れ
ば
毛

、
肚
會
政
欝

相
撃

不
必
琴

あ
る
蕊

ふ
篁

以

.

は
下
す
ご
ε
纂

漁
、
香
嚢

の
審

漿

完
備
す
れ
ぱ
す
垂

が
響

多
額
・
舞

貧

す
る
こ
ξ

頸

　な
・
、
從
て
之
を
毒

す
・
べ
箱

襲

必
警

な
ぞ

来
て
、
蕃

肇

的
雑

は
愈
々
墜

事
の
田
沓

も

蹴

惚

な
・
の
で
あ
・
、
人
我
髭

・
如
轟

費
・
華

・
租
欝

政
…

を
孕

る
親

で
・
肚
霞

策

謝

の
目
的
を
有
す
る
親

で
な
い
誤

ふ
か
も
・
れ
蹟
、
併
・
乍
・
薯

か
・
多
あ

撃

取
　

落

磐

・
隻

…

穎

響

る
の
施
設
に
用
て
、
貧
富
の
懸
隔
を
緩
和
す
る
は
、
偶
々
肚
會
政
策
的
租
税
の
本
質
を
獲
挿
す
る
所

醐な

之
を
要
す
る
に
現
代
の
脛
濟
組
磐

根
本
的
に
敗
…

限
養

老
の
簿

を
保
攣

る
が
如

き
審

整

は

鵬

掌

る
こ
岳

峯

、
肚
霞

藷

雑

も
亦
從
憲

・
必
警

な
る
藷

は
ね
繁

鉦

・

低

菅
簿

饗
謬

箏
,響

罪

難
.

冗

…

も
畢

跡

で

弁

く

ア

ナ

租

㎝な
謬

週

騨
.鞘

鶉

考

の
辱

な
詫

ぱ
な
亀

庭
が
、
・
う
い
蒔

期
鏡

代
の
舞

羅

が
肇

せ
ら
れ
覆

に
初
て
見
る

一
こ
ぶ

崇

る
、
内
傷

士
髭

黙
に
就
て
審

政
欝

租
控

積
極
的
砒
會
肇

が
震

進
歩
す
る
に
從
て
漸

…
次
其
地
位
を
譲
り
終
局
に
於

て
之
を
壊
す
べ
き
で
あ
る
ご
論
じ
て
居

㍍
、
藪
に
積
極
的
肱
會
敬
策
と
い
ふ
は
」
現

…
代
の
嚢

難

を
改
造
・
讐

の
根
源
を
除
か
ん
・
す
・
あ

で
、
響

妻

の
暴

・
偶
然
利
得
を
生
す
蘇

肉池博士、融會 政策 的

下)



諮

蕪

鰐
馨
醐難

驚
幅麩
欝
鷺

鞍
饗
.
岬

嚇

を
繕
た
し
む
・
や
疑
な
き
を
得

な
い
。
假
に
薯

を
し
て
跡
羅

た
し
む
・
喜

ば
・
薯

の
生
活
を
保
障
せ

㎞

を

す
・
嚢

策
・
殆
垂

・
麦

從
・
肚
濃

漿
纏

・
萎

　

量

る
で
め
与
,
・
荷
く
も
臨

域

に
達

せ
ざ
る
限
り
租
税
に
肚
會
政
策

,の
目
的
を
持
た
す
要
な
し
と
い
ふ
こ
ご
出
来
膿
。

㎞む

次
に
租
馨

肚
會
肇

の
島

を
馨

ざ
・
も
の
も
、
多
-
麗

が
肚
會
肇

羨

交
渉
で
あ
り
得
な
い
忌

,㎎

議

臓

-
謄

壕

轄

馨

れ
・
富
轟

轟
更
…

の
で
　
併
・
湿
舞

鑑

.

果

に
外
な
ら

ぬ
、
租
税

の
目
的
手

べ
き
で
な
い
、
言
ひ
墾

れ
緒

税
は
肚
霰

策
の
目
的

を
有
す

べ
き
で
は

.・

.

,
い
が
、
肚
霞

策
の
警

護

す
・
の
で
・
・
蚤

・
・
が
・
・
諮
併
・
乍

・
租
税
墾

・
常
症

曲

霞

策
的
で
あ
・
薩

強

い
、
租
税
鏡

代
の
某

妻

の
脛
濟
肚
食

於
・
畠

交
響

依
星

じ
碧

富

踊

「…
の
分
配
を
更
に
餐

。
、
こ
・
は
論
な
い
が
、
其
彙

よ
り
見
れ
ば
、
或
・
書

懸
隔
・
愈

・
芒

・
急

・
・

轍

こ
竃

あ
り
、
或
は
貧
蕪

隔
を
聾

す
る
こ
ξ

め
る
、
前
言

反
肚
霞

籌

策

珍

つ
三

雲

経

嫌

會
政
策
的
数
果

で
あ
る
。

」

54

コ

　

謝

溜

穰

毒

馨

婆
　

-
憂

反
肚
馨

　

る
も
の
　

・
露

を
レ

融

い

も

も

も

へ

も

も

コ

ヤ

カ

へ

も

げ、
肚
霞

策
的
肇

を
あ
ら
は
・
し
め
反
肚
譲

簿

歎
婁

馨

容

碍

罫

に
夢

裏

尽

ば
・
酔
謝

・

諦

観

馨

的
罷

政
策
の
禁

理
論

第
霧

(第
二
號

圏=
七
)

充

三

.

r

咀



一
論

説

器

的
麗

筆

・
葉

理
論

策
喜

(第
一號

三
八
)
」

九
四

「

　カ

カ

ゐ

も

や

コ

コ

し

や

へ

も

や

し

へ

も

も

も

潅

含
量

の
島

。
葎

。
・
ね
ば
な
ら
・
、
社
叢

策
の
島

・
奨

・
箏

・
て
・
蕃

驚

の
藁

を

期
す

る
は
無

理

の
註
文

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

」
.
.

三一

　一.

終
に
蓬

篠

繹

罪

.・
奪

碁

ボ
参

馨

て
見
㌻

・
畢

者
毘

の
如
き

一
考

を
持

。
て
居
る
も
。
少
く
・
・
が
、
近
鴇

も
藷

昆

馨

唱

・
て
居
・
・
の
旨

中
穂
藩

士
で
み

る
・

一そ

こ
で
余
輩

は
藪

に
田
中

博
士

の
説

を
批

評

せ
ね
ば

な
ち

臓
。
.

.

;

醐
鵤
難

謬

難

離

離
原
羅

鞍

繕

理
由
は租
税
を肚
曾
政
策
の

「緬

上
農

音

無
。
相
違
。
・
起
る
所
・
生
誓

不
衆

品

・
翁

的
・
黍

等
溝

・
べ
　

・
£

つ
て
蕃

語

の
不
婁

が
あ
栂

。
、
言

ら
。
由
畢

が
行
。
れ
天

類
・
里

農

が
促
・
ろ
あ

で
・
・
.
然
・
に
些

・諾

不
奪

熊

襲

て
告

な
が
ら
に
・
緯

的

。
、
趨

的
に
塵

劣
の
あ
乗

難

薯

奪

最

扱
に
ん
与

・
如
註

蓉

理
極

§

飢
舞

響

い
警

急

得
な
い
・
襲

歩

ナ
ー

の
如
く
肚
會
肇

の
。
的
に
租
馨

利
用
、
・
垂

人
置

籍

し
-
全
労

・
笑

紐

馨

取
・
書

・
鵠

藷

和
・
や
う
`
ド
ふ
事
呈

義

の
上

か
ら
餅
…じ

て
許

す

ご

ピ

出
来

電

い
。
」

∵
こ
.
ふ

の
で

め
る
、
第

二
の
理
由

は
離

、の
力

・
依

・
書

の
懸

隔
を
調
和
す

・
は
手
段

の
矯

め
旨

的
癌

性

…
。
す
る
も
の

で
あ

言

い
ふ
に
在

・
、
其
意

は
、

・「
書

。
凝

さ
へ
な
。
れ
ば
、
・て
れ
養

い
か
・、
い
ふ
・
坐
ジ
し
皇

れ
の
窪

以
・
輩

量

り
・
・
ふ
書

ゆ
か
?

.…
馨

駐

隔

詣

和
す
る
.、
.
ふ
事
墓

享

段
で
あ
っ
て
、
晶

柴

墾

鶉

鑑

導

・
に
讐

・
樗

故
・
如
祭

る
蓉

に
於
て
も
護

の
身

に

肚會政策學會論叢第九肪第二三頁以下



…

着

発

縫

に
し
霞

奮

沿
、
激
…る
旨

グ
ナ
あ

如
く
金
持
に
電
撃

學

ξ

置

依
・
其
寒

磐

て
、
貧
乏
含

の
悪
難

ぞ

葱

㎝、、ミ
ー-
世
俗
の
所
謡

藁

の
背
虫
.へ
.で
あ
っ
て
斯
の
知
音
に
本
末
姦

倒
ぜ
ろ
迷
謬
た
る
覧

れ
な
い
・
即
ち
健
全
な
註

農

繁
讐

　
し
て
も

…

整

人
爵

し
桑

・
丈
・
其
暴

研
・
耀

里

…

塞

得
轟

裏

へ
・
出
・
審

嵩

上
讐

・
め
て
薯

高

}

じ
地
位

遙

51
上
げ
て
其
間
の
懸
攣

少
く
す
ろ
置

ふ
こ
ぞ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・

」

.

ご
い
ふ
の
で
あ
る
、
.第
三
の
理
由
は
肚
會
政
策

の
目
的
に
租
税
を
利
用
す
れ
ば
、
肚
曾
政
策

の
貴
行
を
愈
々
困
難

「な
ら
し
む
。
ε
い
ふ
に
在

る
.
其
意
は
、

.
肚
會
政
策
の
目
的
た
ろ
無
薯

階
級

の
生
活
状
態

の
改
善
に
嘗
て
先
立

つ
あ

は
饗

で
あ

・
・
而
し
℃
此
嚢

隻

辮
す
を
に
に
・
.こ
う
し

て
し
生
産
の
進
歩

ご
い
ふ
事

が
必
要
で
あ

っ
て
、
生
産
進
歩
す
ろ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
経
費
支
辨
の
財
源
が
双
い
、
ヲ
グ
ナ

τ
の
如

く
富
者
に
重
税
な
賦

課
し
て
巷

議

隼

を

い
ふ
舞

買
薯

ら
を

な
ら
ば
、
栗

の
集
寒

妨
げ
從
て
大
規
笙

産
植

本
的
の
打
撃

興
へ
栗

誌

外
F

還

し
島

民
欝

の
獲

誼

寧

ろ
難

し
避
く
べ
か
ら
ざ
る
の
勢
で
あ
る
か
ら
一
夜

馨

吹
難

唱
へ
・乍
ら
他
方
長

行
の
必
要
條
件
た

る
生
産
の
屠
加
々
害
し
て
顧

み
な
い
ピ
い
ふ
こ
ご
に
所
謂
角

海
矯
め
て
牛
葎
殺
す
の
愚

ご
云
11
ざ
う
な
得
な

い
」

オ

い

ふ

の

で

あ

る

。

…
.
.田
中
博
士
の
説
を
通
讃
す

る
ご
き
は
其
説

の
根
抵
を
な
す
も
の
は
既

宝

田
博
士

の
指
摘
せ
ら
れ
た
如
q
・
自

壊

任
妻

で
あ

る
こ
碁

認
む

る
・
雄
略

・
、
爾
由・日
萎

換

へ
・
・
へ
ば
、
正
統
無

援

の
説

塞

宣

れ
π
も
の
で
あ
る
.
從
て
自
由
放
任
主
義
で
あ
る
ピ
共

に
生
産
偏
重
主
義

で
あ
る
、
博
↓
⊥
は
曰
く
「
合
理
的
不
李
等
.

あ

れ
ば
こ
そ
自
由
競
争

か
行
は
れ
て
人
数
の
向
上
獲
展
が
促
さ
る
、
の
で
あ
る
然

る
に
此
合
理
的
不
孝
等
を
無
覗

㌧

て
生
れ
な
が
ら
に
優
劣
め
る
人
類
を
張
て
卒
等
に
過
ん
ε
ず
る
は
齪
暴
で
あ

っ
て
正
義

に
適
は
ぬ
、
」
と
、
其

ロ

論

説

瀧
會
的
相
擁
政
策
の
根
木
理
論
.

幽

第
十
.恕
'
(第
二
號

三
九
)

」
九
五

曇 上田貞次 郎博 士、租税 ミ肚會 政策(肚 會政 策學會 論叢 第十珊二 四一頁 以下 》

「



.

論

説

書

的
羅

楚

の
葉

講

筆

巻

(蟹

一號

四
9

一
九
六

吻

よ
り
察
す
る
暮

理
的
不
奪

よ
り
生
し
た
る
富
の
分
配
の
不
奪

に
は
手
藁

む
べ
か
争

ξ
い
ふ
の
で
あ

　

ら
.う
、
暴

れ
自
由

放
任
主
義

に
あ
ら
す

し
て
何

で
あ

る
か
、

博
吉

ヌ
冒

「
金
持
量

挽
を
か
け
れ
ば
資
本
.の
集
中
を
妨
げ
大
規
襲

産
に
打
肇

與

春

本
を
園
外
に

放
逐
し
て
国
民
純
濟
の
獲
展
を
阻
礙
す
」

ご
、
博
士

の
頭
に
あ
る
根
本
思
想
は
資
本
に
手

を
嬲
る

べ
か
ら
季
ε
い

一
ふ
考
で
あ
る
ら
し
い
、
是
れ
生
産
偏
重
の
主
義
に
あ
ら
令
し
て
何
で
あ

る
か
、

一
先
・
詳

審

蓄

続

・
見
・
・
、
博
士
・
監

整

奮

・
絶
翠

響

護

・
團
栗
の
並
比
べ
泰

た

ぎ

・
を
難
・
層

理
的
不
馨

・
・
來
・
書

懸
隔
・
典
籍

放
任
せ
さ

轄

ら
る
が
如
し
臨

ご
も
・
余

　

、輩
は
肚
會
政
策
を
唱
道
す
と
難

こ
も
、
博
士

の
い
ふ
が
如
く
冨

の
絶
対
の
巫
・等
分
配
を
主
張
す
る
も
の
で
な
い
、

又
肚
會
政
策
的
租
税
を
辯
護
す
ε
雌

ご
も
、
博
士

の
い
ふ
が
如
く
團
栗
の
背
並

べ
の
状
態
に
達
せ
ん
こ
ご
を
期
す

㎏

。
で
な
い
、選

遊

項
に
於
て
論
じ
た
.る
か
如
く
富
の
分
配
の
多
少
の
不
奪

は
必
…

あ
し
か
享

、

擁

倉

の
㌍

富
の
分
配
の
露

な
栗

奪

を
不
可
享

・
の
み
で
あ
・
.
穿

而
し
て
會

の
冨
の
分
配
の

㎝
不
孝
等
な
る
こ
と
ば
、
軍

に
人
の
生
れ
な
が
ら
の
自
然
の
不
卒
等

に
順
恋
し
允
も
の
で
な
い
、
見
よ
、
精
神
上
町

…
照
上
優

っ

た
人
で
貧

に
泣
て
居

る
も

の
が
あ
る
か
ε

思

へ
ば
精
神
上
肉
磯
上

劣

っ
た
人
で
亘
萬
の
富
を
擁
す

る一

…
も

の

が

あ
る
、
こ
れ

は
所
有
槽
制
度
の
自
然

の
結
果
で
あ
る
、
又
所
有
擢
制
度
あ
る

が
故
に
土
地
の
償
格
,の
自

…
然
の
増
加
が
あ

り
、
相
続
が
あ
り
、
贈
與
が

あ
り
て
㍗
所
謂
不
勢
利
得
も
盛

に
起

,
て
来
る
の
で
あ
る
、
是
等



.

摸

し
て
A
・壽

の
不
意

か
暴

・
居
る
も
の
蕊

ふ
事
崇

ぬ
、
既
に
富
の
分
配
の
不
奪

が
合
理
的
峯

等
よ
,
來
て
居
軽仙
い
与

れ
ば
、
審

肇

・
去

て
之
を
矯
正
す
る
こ
.蕃

承
認
せ
ね
ば
な
鼠

・
駐

博
士

。
し
て
若
し
之
長

腎

ら
る
、
奄

ぱ
、
根
本
的

.溢

農

書

鋳

せ
・
れ
ね
ば
な
畠

、
勿
曹

震

任

・

…
圭
畿
よ
り
い
へ
.ぱ
、
肚
霞

策
・
反
響

ね
婆

ら
馨

で
あ
・
、
併
し
乍
ら
里

妊

斯
く
蕎

底
的
な
る
考

を

持
て
居

ら
る
、
か
は
疑
問
で

.あ
る
、
樽
士
の
論
理
よ
り
す
れ
ば
博
士
も
亦
肚
會
政
.策
の
意
見

を
持

な
れ
な
い
で

ば

菰
い
、
日
-

庭

全
な
・
肚
霞

策
は
甚

人
聾

し
て
出
来
・
丈
け
智
磐

雪

道
攣

向

上
し
冨
を
獲
得

干

る
馨

黄

へ
て
崇

・
丈
・
之
を
向
上
震

せ
し
め
て
薯

高

・
位
地
に
迄
引
上
げ
・
蕎

の
欝

を
少

.

く
す

ゆ。
ζ
い
ふ
こ

ご
で
な

け
れ
ば

な
ら

蹟
」

ε
、
果
然
博
士

も
肚

會
政
策

を
説

か
れ
、
貧
富
懸
隔

を
少
く
す

る
ご

.

藩

養

せ
、
砦

の
で
・の
る
、
埜

・
藩

繁

養

付
せ
量

れ
ば
貧
誉

薯

・
同
・
地
位
・
迄
引
上
げ

ぢ

る
あ

で
あ
・
、
何
だ
姦

ほ

A
・理
的
不
奪

で
あ
・
人
類
が
奪

に
な
つ
,て
補
士
の
所
謂
正
善

謹

ぬ

…
や
う
・
も
思

へ
・
け
れ
こ
も
、
そ
の
論
理
の
霰

展
墓

く
問
ふ
ま
い
・博
士
が
厩

に
審

肇

を
香

れ
る
な

ら
は
、
畠

放
任
の
根
本
蜆
念
は
髪

捨
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
萎

乏
人
を
し
で
薯

の
地
位

に
迄
引
上
げ
ら

乏

し
て
も
、
自
由
放
任
で
は
行
絃

、
貧
者
の
智
識
を
研
き
道
徳
を
向
上
し
富
を
獲
得
す

る
機
會
を
與

へ
だ
丈

…
け
で
は
貧
者
か
生
活
に
困
難
す
み
こ
ご
は
な
く
な
ら
う
け
れ
こ
も
、
富
者

の
地
位
に
迄
耽
上
げ

ら
る
こ
ε
は
今
日

の
審

制
蓬

濟
鵜

の
存
す
・
限
註

大
姦

い
恵

ふ
、
若
し
之
を
解

す
・
も
の
あ
呈

せ
ば
・
叢

今

論

説

零

的
租
税
政
策
の
根
本
理
論
.

筆

巻

〔第
二
號

四
ご

死

七

.

、



…
論

説

霧

・
魏

政
策
・
渠

理
論

筆

貧

第
一}罪

四
二
二

九
入

一
。
。
霧

制
蓬

濟
難

姦

造
・
姦

で
・
け
れ
婆

ら
・
、
此
・
如

き
肇

・
畠

放
任
で
行
け
ぬ
こ
藷

一
な

き

所

で

あ

る

。
r

　
む

む

む

む

ロ

む

次
に
生
.葎

重
嚢

な
・
も
の
は
馨

繁

の
響

必
し
も

一
致
せ
な
い
、
審

肇

・
そ
れ
自
身
盆

肇

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
併
し
乍
・
砒
酸

甚

覆

掌

・
・
生
護

策
長

掌

る
も
の
で
な
い
・
芒

審

政
策
を
實
行
ず
れ
募

響

・
馨

・
生
活
・
塾

長

精
郡
上
纒

上
・
難

養

・
・
延
て
舞

働
能
馨

肩

め
生
産
蓋

す
る
こ
ε
・
な
る
か
・
で
惚

、
ぼ

霧

・
・
霧

髻

華

装

法
や
鱈

艦

法
等
の
経

験
で
窟

せ
ら
る
、
所
・
あ
る
.
然
ら
繕

霞

欝

租
欝

於
・
も
同
・
で
あ

ら
ね
婆

ら
璽

薯

重

く

課
し
た
る
相
撃

以
・
書

の
精
留

謹

的
窪

を
助
Σ

設
備
・
用
ひ
ば
・
假
害

者
の
富
籖

じ
て
主

街
々
民
欝

の
獲
淫

阻
遷

れ
・
垂

・
苗

來
…

中
博
士
・
薯

重

く
課
す
れ
笙

麗

藻

一

轟

ふ
が
故
・
非
な
り

ご
憩

ら̀
る

・
よ
・
見
れ
ば
、
富
誉

輕
寵

し
て
以
て
審

塁

の
貴
行
を
し
や
う
ε

い
ふ
意
見

こ
解
せ
ね
ば
な
鼠

、
そ
れ
で
は
、
牧
人
も
少
-
肚

叢

策
を
徹

.底
芒

む

る
こ
苗

來
ま
い
・

田
中
樽
士
は
脱
縛
政
策
よ
り
し
て
富
者

に
重

一
課
す

る
こ
と
を
頻
り
に
批
難
せ
ち
れ
て
居
る
が
γ
他
方

に
於
て

…
。
轟

の
傘

即
ち
魏

力
に
請

す
・
租
税
三

ふ
黙
窒

羅

撃

主
張
せ

・
些

財
霧

登

攀

牧
・
.

…
入
最

扱
。
異
。
せ
ね
ば
な
ら
・
ご
馨

・
れ
、
最
少
生
活
発

艦

撃

・
・
義

か
れ

て
居
る
・
.所

で
累
進

税

を
課
し
、
財
屡

入
ご
勤
鍵

否

は
取
扱
・
異
・
す
・
こ
ミ

せ
ぱ
薯

長

く
課
す
る
こ
ミ

な
る
・
此



「く
し
て
富
者
に
重
く
課
す

る
や
う

に
な

っ
て
來
て
も
、
樽
士
は
貧
富
懸
隔
を
調
和
す
胤
も
の
ε
認
め
の
の
で
め
ら

」
皿
う
か
、
租
税
に
依

て
貧
富
懸
隔
の
調
和
を
来
し
て
も
、
博
士
は
手
段

の
爲
め
に
目
的
を
犠
牲
に
す
る
ご
は
せ
ら
れ

一
ぬ
で
あ
ら
う

か
、
更
に
進
ん
で
は
資
本

の
集
中
を
妨
げ
大
規
模
生
産
に
打
撃

を
與

へ
る
ど
は
せ
ら
れ
楓
の
で
あ

ら

ゲ

・
、
若
・
薯

量

換

・
・
の
が
悪
・
…

ぱ
正

倉
肇

よ
り
す
る
も
・
舞

の
公
奮

い
蕪

よ
り

　
す

る
も
同

じ
こ
ご

に
締

す

る
ε
謂

は
ね

ば
な
ら
ぬ
ゆ

ゆ

む

ロ

む

ロ

　

む

む

む

む

余
は
最
後
に
肚
曾
政
策
的
租
税
芝
正
義
ご
の
開
悟
に
就
て

;

ロ
し
な

い
、
槽
士

は
肚
會
政
策
的
租
税
が
正
義
に

反
す
る
こ
ご
を
諭
せ
ら
れ
た
る
中
に
、
或
は
正
義
の
原
則
に
反
す
ε
い
ひ
、
或
は
、
能
力

の
違

っ
て
居

る
人
類
を

季
薙
に
取
扱

ふ
は
不
合
理
極
ま
る
`
い
ひ
、
貧
乏
人
に
冤
枕
上
金
持
か
ら
は
大
に
租
税
を
敢
て
貧
富
懸
隔
を
調
和

せ
ん
ε
ず
る
こ
ξ
は
正
義

の
断

じ
て
許
さ
～
る
所
ご
い
は
れ
て
居
る
、
此
等

の
論
理
か
ら
博
士

の
所
謂
正
蕎
な
る

禦

を
求
む
・
に
、或
は
能
力
の
不
奪

よ
り
生
じ
な
・
貧
富
総

踊
は
合
理
的

で
あ

っ
て
・
之
を
そ
の
儘
認
む
る
.

.

が
正
義
で
あ
る
や
う
に
も
解
せ
ら
る
、
或
は
魏

力
髭

例
し
て
租
税
を
課
す

る
こ
嘉

正
養

適
ひ
肚
會
政
策

.

の
目
的
を
以
て
課
枕
す
る
の
は
正
善

反
す

ご
い
ふ
や
う
に
も
聞
こ
陵

併

し
余
輩
を
以
て
之
を
見
れ
ば
今
日
の

.

貧
富
懸
隔
は
合
理
的
な
る
不
卒
等
よ
り
幽
た
る
も

の
で
磐

、
其
弊
害
堪
ゆ

べ
か
ら
ざ
る
も
の
め
る
が
故
に
・
之
.

.

を
矯

正
す
る
こ
ご
が
今
日

の
正
義
に
適

ふ
ε
思
ふ
、

一
禮
正
義
な
る
も
の
は
▼
時
世

に
依
て
適
用
を
異

に
す
み
も

…
の
で
あ
る
、
罹

微
に
し
て
、
謄
業
亦
極
て
幼
稚
な
を

き
蟹

り
て
は
、生

産
の
偏
重
の
圭
費

富
農

任
の

諦

観

融
雪
的
租
税
政
策
の
根
本
理
験

第
+
巻

(第
二
號

四
三
)

一
九
九

噂

・



論

説

肚
宙
釣
租
税
政
策
の
根
本
理
論
.

第
十
巻

(第
二
號

四
四
)

二
〇
〇

…
主
義
も
、
其
勝
代
精
神
に
鑑
み
て
、
正
義
の
観
念
に
適
て
居

っ
た
ら
う
が
、.
国
富
漸

く
大
に
し
て
産
業
亦
頗

る
獲

達

し
貧
富
の
懸
隔
極
端
に
走
り
語
弊
百
出
す

る
に
及

ん
で
は
、
貧
富

の
懸
隔
を
矯
正
す
る
ε
い
ふ
事
が
、
其
時
代

.

に
於
て
正
義

に
滴

っ
て
居

る
ぜ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
之
を
租
税
に
於
け
る
正
義
の
原
則
に
見

る
に
、
租
税
は
李
等

で
な
け
れ
ば
な
ら
皿
芭
い
ふ
原
則
が
あ
る
が
、
そ
れ
も

一
般
人
民
の
納
税
額
が
同

一
た
る

べ
し

ε
い
ふ
の
で
な
く
、

負
旙
を
威
室

る
程
度
に
於

て
均
等
な
る

べ
し
,し
い
ふ
の
で
、
富
者

に
重
く
貧
者

に
輕
く
課
す
る
こ
ξ
を
要
求
し
て

.

居
る
、
是
れ
田
中
博
士
の
所
謂
納
視
力

に
比
例
す
る
租
枕
ご
い
ふ
ご
ε
で
あ

る
、
若

し
富
の
分
配
が
絶
対
匿
子
等

㎝
で
あ
る
ε
す
れ
ば
、
正
義
の
観
念
は
各
人
の
納
税
額
を
同

一
に
す

る
こ
ε
を
要
求
す

る
で
あ
ら
う
、
然

る
に
今
日一

…
の
富
の
分
配
は
卒
等
で
あ
る
、
故
に
之
を
前
提
ざ
し
て
議
論
を
進

め
る
ε
正
義

の
魏
念
は
富
者

に
重
課
し
餐
者

に

…
輕
課
す
る
こ
ご
を
要
求
す
る
こ
ご
、
な
る
、
是
に
依

て
之
を
視

れ
ば
貧
富
懸
隔
を
矯
正
し
や
ち

こ
い
ふ
肚
會
政
策

あ

思
想
も
、
擁

吻
に
慮
じ
て
課
税
す

べ
し
蕊

ふ
租
税
嚢

の
原
則
も
同
じ
走

善

い
ふ
観
念
に
基
い
て
居

る
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
肚
會
政
策
よ
り
す
る
課
税

ξ
措
税
力
に
恋
す
る
課
税

ξ
が
共
結
果
に
於

て
甚

し
き

径
庭
な
い
も
の
ビ
な

っ
て
居
る
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
肚
會
政
策
的
租
税
が
正
義
に
反
す

る
ε
し
て
斥
け
る
の
は
其

…
當
を
得
た
も
の
こ
謂
ふ
ご
ε
出
家
阻
。

…
第
四

肚
會
政
策
的
課
税
方
法
と
慮
分
搬
税

●



の
原
則
に
依

る
課
税
方
法

一
.

、

一

「
前
述

の
如
く
租
税
に
は
肚
會
政
策

の
目
的
を
有
す
る
こ
ξ
を
許
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
租
税
に
肚
會
政
策
の
目
的
を

一
・

・

●

・

●

●

有
す
る
こ
ε
を
許
す
ε
せ
ば
如
何
な
る
方
法
に
依
る

べ
き
か
ご
い
.ふ
問
題
が
起

る
、
租
税
を
し
て
肚
會
政
策

の
目

一
的
を
遂
げ
し
む
る
に
は
種
々
の
方
法
あ
れ
こ
も
馬
要
は
富
者
に
重
く
課
レ
貧
者

に
輕
ぐ
課
す

る
で
い
ふ
に
蹄
す
、

一
富
者
に
重
く
課
す
港
に
は
冤
稔

の
特
権
を
與

へ
旋
る
者

の
制
度
を
全
慶
し
、
進
て
は
累
進
税
率
を
適
用
し
、
財
産

.

所
得
を
重
く
税
し
、
偶
然
利
得
を
更
に
重
く
課
し
、
佃
實
質
上
の
財
産
視
を
起
す

べ
き
で
あ
る
、
財
産
所
得
を
寛

ぐ
税
す

る
に
は
、
或
は
所
得

の
源
泉
に
溯

り
て
異
れ
る
税
率
を
適
用
す
る
か
、
或
は

一
般
所
得
税
に
対
立
し
て
牧

益
税
若
く
は

一
般
財
産
税
叉
は
奢
侈
税
を
設
く
る
か
、
何
れ
か
の
方
法
を
探

る
べ
く
、
偶
然
利
得
に
重
く
課
す
る

一
に
は
、
相
纏
税
、
地
傾
差
増
税
、
戦
時
利
得
税
、
取
引
所
税
、
富
籤
税
等
を
按
排
引

ぺ
ざ
で
あ
る
、
貧
者
に
輕
ぐ

課
す

る
に
は
其
極
て
貧

し
き
者
を
冤
税
し
、
動
勢
所
得

で
衣
食

す
る
者
に
は
輕
き
課
税
を
な
し
、
家
族
其
他
扶
養

…
す

べ
き
人

の
激
に
よ
り
、
負
債
の
有
無
健
康

の
頁
否
に
依
て
斟
酌
し
、

一
般
餐
者

の
消
費
す

べ
春
物
品

に
課
す

る

一清
費
視
に
手
加
減
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
此
の
如
き

誉

事

課
し
貧
者
に
響

課
す
る
ε
巻
は
貧
富
懸
隔
は

緩
和

せ
ら

る
」
こ
ε

、
な
り
肚
會
政
策

の
目
的
を
達

す

る

こ
ε
が
出

來
乃
。…

'

龍

「眈

社
倉
的
租
税
政
策
の
根
本
理
論

第
+
巻

(第
二
號
.
四
五
)
.
二
〇
一



.

論

説

枇
會
的
租
税
政
策
の
根
本

理
論

第
+
巻

(第

二
號

.四
六
V

二
〇
二

・

二

「
.

・

覗

く
繋

る
ε
、
人
我
は
嬰

器

響

部

課

雰

筆

寒

螢

c
講
掛

都

解

難

解

む

む

む

む

む

む

む

り

む

ほ

む

　

む

.

方

針
を
定

め

る
ご

ざ
が
出

来

る
ξ
い
ふ
で
あ
ら
う
。

・

属

釜

募

原
響

基
・
碁

・
公
奢

・
ふ
窺
讐

立
脚
す
・
諸

税
・
累
進
・
財
震

得
藻

・
勤
欝　

一
得
輕
課
、
最
低
生
麺

免
除
ε
い
ふ
羅

畠

て
來
証

霞

策
よ
り
す
　

忽

同
・
結
強

達
す
・
の
で
あ

略

、
さ

う
す
る
註

會
政
策
の
目
的
を
饗

出
さ
?

ε
も
よ

い
や
う
髪

へ
ら
れ
る
、
併
し
乍
ら
更
三

歩
を

誉

者
・
れ
ば
霧

塞

鯉

奪

群

雲

W
謎

罪

禦

函

ち
轟

の
傘

よ
豊

論
ず
る
ε
貧
誉

者

が
舞

を
撃

・
暮

に
於
て
均
藷

・
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
薯

も
貧
意

業
欝

能
力
に
同
・
程
度
の
打

撃
を
被
・
慧

に
な
る
べ
き
で
あ
・
、
・
は
勿
論
理
想
的
に
課
馨

行
は
れ
た
・
場
合
を
想
像
し
て
か
ち
の
話
で

.

あ
る
。
然
る
に
霧

政
策
に
立
脚
す
る
妄

は
之
よ
り
璽

歩
を
進
蔓

に
富
者
益

者
あ

阻
隔
を
縮
.め

る
こ

ε
が
出
來
る
の
で
あ
る
、
租
税
の
砒
霞

策
的
目
的
を
是
認
す
れ
.ぱ
此
結
論
を
否
む
忌

田
沓

・

・
れ
竺

般
論
で
あ
・
が
、
今
、
穿

謬

騨

事

誤

影

麗

ギ

蕃

穿

溜
譲

拶

群

籍

ロ

む

　

む

察
す

る
に
、
純
財
政
論
よ
り
す
る
も

の
ε
肚
曾
敬
策
よ
り
す

る
も

の
ご
多
少
の
相
絵
が
あ
る
。

　

　

　

先
づ
累
進
税

に
就
て
考
ふ
・
に
累
進
枕
は
馨

を
均
管

す
を

い
ふ
論
、
限
姦

用
誘
導
よ
り
+
分
に
立
論

ず

る
こ
ビ
が
出
來
、
全
く
肚
會
政
策
よ

・
す
る
高

じ
結
果
に
到
達
す
る
、
併
し
累
進
枕
に
關
す

る
理
論
は
所
得
若

/

ダ



壽

了

`

、
.
餐

窮
観
察
.ぴ
、穣

,の
繋

如
無

.ズ

が
之
を
持
つ
か
窪

直

別
レ
意

書

で
搾

一
い
、
雄
霜

露

の
如
喬

れ
の
國
に
於
て
も
其
相
綾
財
撃

受
け
・
人
如
何
に
よ

り
爺

ち
相
薯

の
親
等
の

…
疎
馨

。
に
從
て
累
進
を
行
ふ
て
居
・
、
・
は
聾

の
疎
婆

・
に
從
て
偶
然
難

の
瑳

を
増
す
爲
舞

な
ら

ぬ

、
然
る
に
偶
然
利
得
を
覆

す
・
蕊

ふ
も
黒
髭

で
な
・
れ
ば
な
毒

蕊

ふ
理
由
は
雰

で
な
い
・
,之
に
.

　
…

審

驚

の
考
。
加
へ
奉

る
ε
其
習

翁

讐

・
・
、
相
薯

が
偶
然
利
得
喬

れ
婆

・
程
・
塁

蚕

…
ぐ
す
る
も
苦
痛
を
戚
ぜ
ざ
・
に
乗
じ
て
、
國
家
は
盆

の
不
奪

姦

正
す
る
こ
慕

出
来
る
か
ら
で
あ
る
・
茨

…

漿

携

は
暴

所
得
ぞ

は
財
産
の
量
が
増
す
に
從
ひ
次
薯

黎

を
高
む
・
も
の
で
め
る
・
然

る
に
塾

を

高

め
て
已
ま
ね
ば
+
割
呈

に
攣

る
最

學
上
蒸

の
・
毛

あ
・
、
然
・
に
+
割
以
走

達
す

る
解

馨

一
は
所
得
叢

牧
し
璽

・
雪

・
棄

で
・
・
、
・
う
託

ぱ
累
霧

強

私
蔑

を
前
書

し
て
・
私
有
橿

を
否
認
す
る
の
矛
盾
に
陥
る
の
で
あ
る
、
肚
霞

策
よ
り
い
へ
ば
富
の
分
配
票

毎

を
矯
正
せ
ん

与

る
に
過

…

寒

い
の
で
、
財
霧

得
護

牧
す
る
酋

的
喜

な
い
、
從
て
累
穐

誇

最
高
限
を
附
す

歪

嘉

必
響

嘗

て
來
る
㎡

・
・
叢

濃

醤

雰

配
の
翠

筆

な
る
に
從
て
之
を
鳳

言

い
ふ
環

も
出
て
來
る

の
で
あ
惹
、
是
が
故
に
累
進
税
論
に
も
枇
會
政
策
的
見
地
を
加

へ
て
來
ね
ば
完
全

ε
な
ら
澱
。

む

　

　

　

り

　

　

次
に
最
低
生
舞

菟
除
も
惹
分
麓

の
原
則
よ
り
+
分
に
説
明
す
・
.慧

が
出
来
ぐ

善

最
笙

活
費
星

.

活
を
支
ふ
る
爲
に
之
選

分
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
從
て
雛

力
が
な
い
、
之
に
撃

る
は
人
を
し
て
餓
死
せ
し
む

る

論

説

霧

的
羅

政
簿

根
本
譜

筆

巻

(馨

一號

凶
七
)

二
9
二

・



論

批

肚
寓

租
護

策
の
根
蛮

論

・

,

.

.
筆

巻

(第
二
號

四
人
)

き

四

も

の
で
あ
・
か
ら

い
け
な
い
。
此
結
論
経

霞

策
の
親
黙
よ
り
す

る
高

じ
こ
ε
で
あ
る
、
併
し
乍
ら
最
低
生

活
費
免
除
は
財
政
論
よ
参

れ
ば
普
遍
.の
原
則
の
例
外
で
あ
る
か
ら
最
も
嚴
警

雑

せ
れ
ば
な
畠

・
獲
て
最

.

低
生
麺

蔓

ふ
る
以
上
の
所
得
あ
・
も
の
に
ぼ
冤
視
去

き
で
な
い
・
然
る
に
肚
會
肇

よ
り
せ
ぱ
経
済
的
能

勇

の
小
な
る
も
の
に
は
+
分
に
斟
酌
し
之
.を
免
す

る
こ
嘉

出
來
る
の
で
あ
る
即
ち
小
所
得
看

に
は
所
得
硯
を
免

す

べ
き
で
あ
る
、,
所
得
稔
の
免
租
黙
は
此
見
地
よ
り
し
て
更
に
高
ぐ
す
る
こ
ε
が
出
来
る
澤
で
あ
る
、
叉
更

に
進

…
で
は
財
産

の
蝉

、
少
き
者

に
は
牧
霧

財
騰
税
等
を
発
す

べ
き
で
あ
る
、
小
地
主
小
農
塾

し
て
地
租
を
免
じ
・・

小
管
業
者

に
封
し
て
螢
業
視
を
冤
じ
、
生
計
豊
な
ら
ざ
る
者
に
家
屋
税
を
免
じ
、
瞥
利
能
力
な
き
者
に
資
本
利
子

税
を
免
じ
、
小
財
産

の
相
続
者
に
相
綾
挽
を
発
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
小
資
産
者
に
謝
す

る
課
視
を
冤

ボ

る
は
.
、
肚
霞

策
の
見
地
よ
り
初

て
合
理
的
に
説
明
す
る
忌

を
得
・
の
で
あ
鳳

叉
最
低
生
活
費
免
除

の
方
法
ε
し
て
は
必
需
品

に
樹
す
る
消
費
税
を
塵
す

べ
し
ε
の
結
論
に
達
す
る
、.
從
て
酒

.

や
煙
草

の
如
き
嗜
好
品
は
必
要
品
で
な
い
か
ら
此
限
に
あ
ら
奮

い
ひ
得

・
が
・
酒
や
煙
草

の
饗

が

一
欝

ε

　
な
ら
ば
、
之

・課

す
る
消
窺

は
最
低
生
活
費
霧

か
す
虞
な

い
で
は
な

い
、
襲

肚
會
政
策
よ
り
観
察
荏

、
.

.

酒

や
煙
草

に
重
く
税
す
る
も
差
支
な

い
、
差
し
酒
や
煙
草

に
税
す
れ
ば
其
贋
が
高
く
な
る
、
其
便
が
高
く
な
れ
ば
.

…
共
消
費
が
衰

へ
る
、
其
浦
安

が
衰

へ
ば
そ
れ
丈
け
個
人
所
得

は
費
浦
せ
ら
れ
な
い
で
済
み
、
そ
れ
だ
け
個
人
所
得

.

の
使
用
が
矯
正
せ
ら
る

、
こ
・し
、
な
り
、
個
人
所
得
の
利
用
が
矯
正
せ
ら
る
れ
ば
貧
者
が
益

々
貧
乏
に
な

る
こ
ε

、Vaguer,a.a.0.S.405・

`



病
難
際
麟
織
η
藤

叢

策
の
目
的
を
達
か
を

ご
が
出
來
る
、
又
酒
や
煙
草
に
視
レ
て
も
街
其
消
費
を
馨

藏
琶

・
、
.・

一～
の
少

く
あ

る
ま

い
、
從

て
酒

祝
栖
隅草

税

の
牧
人
は
相

當

に
多

く
な
ら
う

、
是

に
於

て

ワ
グ
ネ

ル
の
如

き
は
国
家
が

　

翼

牧
人
を
以
で
鶴

保
険
の
如
き
経
費
に
充

つ
る
喜

は
肚
會
政
策
的
色
彩
を
帯
ぶ
ご
い
ふ
、
蓋
し
下
級
民
が
飲

酒
喫
煙
に
依
て
酒
税
煙
草
楯

ξ
し
て
潰
費

す
る
も
其
税

の
咬
入
は
自
己
階
級

の
保
険
に
供
せ
ら
れ
る
か
ら
↓
恰
も

保
険
料
を
支
出
し
π
る
ピ
同
じ
こ
ε
に
締

し
、
個
人
所
得
は
有
用
に
使
は
れ
る
こ
ご

＼
な
る
、
足
れ

一
種
の
社
倉

…
政
策
的
且
陶
枕
論
で
あ

る
。
目
的
税
は
現
代

の
豫
算
統

一
主
義

に
逆
行
す

る
も
の
で
あ

っ
て
、
財
政

の
上
よ
b
は

固
よ
り
歓
迎
す

べ
き
も

の
で
な
い
、
併
し
乍
ら
肚
會
政
策

の
上
よ
り
之
を
必
要

適
す
る
`
い
は

ゴ
例
外
的

に
之
を

/

許

さ

ね

ば

な

る

ま

い

o
.

・
.
.

、

再

一
ワ
グ
㌃

は
萎

本
馨

C
は
財
窺

に
於
て
し
砒
霰

篶

目
的
露

を
主
張
・
て
居
る
・
曰
く
個
人
財
酵

.

奉

播

入
費
杏

課
す
・
枇
の
牧
人
を
以
て
貧
量

校
を
起
・
叉
は
錨

屡

の
饗

を
轟

せ
ぱ
富
者
の
資

乳

…
本
若
く
は
財
産
の
之
,
馨

ん
、
鶴

高

級
の
慧

能
蓼

高
め
其
建

を
増
す
こ
ぺ

。
。
霰

に
、
畏

砧

痙

濟
ε
し
て
は
失
ふ
所
努

.
小
数
の
大
富
豪
の
代
り
に
姦

の
小
建

家
を
得

,へ
き
で
あ
を

、
斯
う
い
ふ
の
.
峨

　で
・
・
。

…

脚

目
的
税
論
ご
し
て
は
前
ε
同
じ
な

る
批

評
を
加

へ
得

ら
れ
る
が
、
其
結
果
ε
し
て
は
成
る
程
度
に
於
て
實
質
的

輪

誕

暮

蕃

駕
目
箏

郵

郡

甲

羅

な
る
財
政
論
の
み
よ
り
す
る
あ

高

大
・
異
れ
る
断
髪

翼

・
.

一
、

論

説

肚
會
的
相
貌
政
策
の
根
本
理
論

、第

+
巻

(第
二
號
.
.
四
九
)

二
〇
五



…
論

説

祀
欝

租
税
肇

の
葉

理
論

単

費

笙

號
.
王
9

二
。
六

　
る
　

で
あ

る
む

㍉
羅

瀦
鍵

盤

包禦

麗
鎚
雄
蝶

=一心
例に過ぎ

一

じ

ヒ

　

コ

ロ

　

ざ

と

メ

　

メ
　

メ

メ

　
コ

・

誠

上
襲

る
.。
如
く
現
代
の
雑

錘

重

霧

政
策
・
手
馨

し
て
用
・
・
こ
・
蕎

　

の
で
あ
り
誘

霞

策
の
手
馨

し
甫

ひ
ね
甚

晶

・
・
で
・
・
、
鐘

強

窮

曇

現
せ
ら
れ
て
行
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

警

邏

。
喧
し
き
倉

に
於
て
殊
に
…

あ
・
、
此
ε

・
魏

綻

霞

石

は
現
代
の
嬢

`
乞

て

.

来
る
べ
き
転
の
で
あ
る
.
我
・
・
於
・
・
倉

諸
種
・
租
税
・
改
正
が
行
・
れ
ん

こ
し
て
居
る
・
再

根
本
霧

塑

理
。
必
要
も
認
め
・
れ
て
居
る
.
其
相
撃

整

や
欝

・
整
理
・
・
是
非
・
・
肚
會
的
親

政
募

鋸

…
に
立
て
之
を
實
行
・
ね
・
・
島

、
此
5

・
初
・
茜

・
於
・

・
碁

綴

の
解
決
に

一
歩
慰

む
る
こ
嘉

出
来

る
の
で
あ

る
。
.

'

・
「


